
り，繁殖期の食性は

比較的似ています．

両種とも食物となる

昆虫などが現れる時

期に渡ってきていると

考えられますが，もし

オオルリの方がキビ

タキより少し早く渡っ

てきているのだとした

ら，それはなぜでしょ

うか？オオルリは沢

のそばを好むので，

春先にたくさん羽化

する水生昆虫を狙っ

て少し早く渡来する

のでしょうか？キビタ

キに比べてオオルリ

の体は大きいので，

そうした体格差によっ

て飛翔能力や耐寒

性に違いが生まれ，

渡来時期が異なって

くるのでしょうか？皆さんのご意見を聞かせていただけると

うれしいです．この2種について，今年まだご報告いただい

ていない初認情報がございましたら，ぜひお知らせくださ

い．どうぞよろしくお願いいたします．  
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活動報告 

キビタキとオオルリ，どっちが早い？ 
 

高木憲太郎 

 キビタキとオオルリの初認情報をみなさんと一緒に集め始

めて2年が経ちました．この2年間で，両種合わせて442件

の情報を寄せていただきました．人口の多い関東や近畿を

中心に，全国各地から情報が集まっています．大勢の方に

ご参加いただき，ありがとうございました． 

 まだきちんとした解析はできていませんが，初認情報の

報告がひと段落したようなので，速報としてすべての初認

情報を7つの地方ごとに分け，地方ごとの平均の初認日を

求めてみました（図）．すると，昨年も今年も，ほとんどの地

域でオオルリの方がキビタキよりも少し早く初認されていま

した．これまでの初認調査から，渡来地の気温がキビタキ

の初認時期に影響していることがわかってきています（高

木ほか 2013）．今後，気温について補正してより正確な分

析をする必要がありますが， キビタキもオオルリも同じ条件

で分析しているので，今回の方法でもこの2種の初認時期

の傾向はある程度捉えられていると思います． 

 キビタキとオオルリは同じヒタキ科の鳥で，東南アジアで

越冬し，春になると日本の林に渡ってきます．どちらも飛翔

性昆虫や樹上にいる昆虫，その幼虫などを主食としてお

0 10 20 30 40 50

北海道

東北

関東

中部

近畿

中四国

九州

4月1日を1とした初認日

キビタキ

オオルリ

0 10 20 30 40 50

北海道

東北

関東

中部

近畿

中四国

九州

4月1日を1とした初認日

図．キビタキとオオルリの初認日の平均値

（エラーバー：標準偏差）の比較．2013年は

2014年に比べ，寒波の影響で北海道のキ

ビタキとオオルリ，東北のキビタキが顕著

に遅かった． 

キビタキとオオルリの初認情報のご報告はこちらから 
http://www.bird-research.jp/1_katsudo/kibitaki/index.html 

引用文献 
 

高木憲太郎・岡久雄二・小島みずき．2013．キビタキの初認時

期の年変動と地域差：気温との関係, 日本鳥学会2013年度大

会講演要旨集．144． 
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東京都心，明治神宮の鳥たち 

   ～66年の記録から見えること～ 

都市鳥研究会 川内博  

レポート 

 東京都心部にはまとまった面積の緑地が点在している．

そのひとつが明治神宮で，皇居に次ぐ広い敷地（68ha）の

ほとんどが樹林地である．この森は明治天皇を奉祀するた

めに1934年に造られた人工林で，苑内には３つの池と湧

水があり，神社としての神域ばかりでなく，緑豊かな都心の

オアシスとして戦前から親しまれている． 

 境内では過去2回，40年の時を経て，大規模な生物相の

調査が実施されている．1回目（第一次）は1970～1973年，

2回目（第二次）は2011～2013年に行われた．明治神宮で

は，1947年から日本野鳥の会東京（旧日本野鳥の会東京

支部）が，毎月第3日曜日の午前中に野鳥観察会（探鳥

会）を実施しており，16目41科127種および外来種6種を記

録している．その記録はそれぞれの調査報告書作成時に

同会から提供され，データの主体となっている．ここでは，

2013年に出版された「鎮座百年記念 第二次明治神宮境

内総合調査報告書」に所収された内容をもとに，東京都心

部の主要な緑地である明治神宮の鳥相の実態をいくつか

紹介したい．なお，筆者は2回の調査に関わり，特に第二

次では調査および報告書の作成にたずさわった． 

 報告書では60種について先述の表のようにまとめてあり，

一目でその変化を知ることができる．しかし，シジュウカラ，

ヤマガラなど昔からの留鳥の表は，ほぼ全面塗りつぶされ

ていて，「ずっといた」ということしかわからない．定量的な

情報を得るために，両種については第一次，第二次の調

査時ともに同じ方法（テリトリーマッピング法）で苑内の生息

域が調べられている．その結果，テリトリー数は，シジュウカ

ラで52個から57個に，ヤマガラで4.5個から23個になってい

た．このことから，明治神宮の森は，40年前にすでにシジュ

ウカラがすめる環境ができあがっていたこと，その後シジュ

ウカラにとっては不利な環境変化はなかったこと，またヤマ

ガラにとっては有利な方向に進んでいることなどが分かる． 

 明治神宮探鳥会は開始時からほぼ同じやり方で現在も継

続されているので，経年変化を追うことができる．そこで

1947年から2012年までの66年分を3期に分けて分析してみ

たところ，ちょっと心配な傾向が見えてきた．1947～1972年

を第I期，1973～1992年を第II期，1993～2012年を第III期と

して，それぞれの月別平均出現種数を比べると，20.4種→

20.2種→19.0種とわずかに減少気味である．また出現種は

繁殖期に少なく，越冬

期に多いが，特に第III

期では7～10月の種数

が明らかに減少している

ことがわかった(図)． 

 夏鳥は全国的に減少

しており，その走りは40

年前の第一次の報告書

ですでに見られている．

明治神宮にはもともと夏

鳥は少なかったが，それ

でも戦後すぐのころには，サンショウクイやコサメビタキ，サ

ンコウチョウが夏鳥として渡来していた．しかし，それらは

次々に姿を消していった．第二次の報告書では，同じ傾向

が春・秋に明治神宮の森を通過していく鳥たちにおよんで

いることが示されている．探鳥会における最近20年の観察

種数の減少も，こうした通過個体の減少を反映しているとみ

られる．これが東京だけの話ですめばいいのだが． 

 東京都心部の緑地は孤立林で，島状にみえるため「緑島

（りょくとう）」とも呼ばれる．こうした緑地は我々人間だけで

なく，野鳥たちにとってもオアシスとなっている．今回明治

神宮の状況が判明したことで，皇居や赤坂御用地，自然教

育園などの調査結果とあわせて緑島の研究を一歩進める

ことができるだろう． 

新たに留鳥となった鳥たち   

ヤマガラ激増・シジュウカラ現状維持  

減少気味の出現種数  

 下表は，1954年5月以

降の明治神宮探鳥会に

おけるヒヨドリ，コゲラ，オ

オタカ，エナガの観察記

録である．これらはここ

数十年で新たに苑内で

繁殖を始めた鳥たちで

ある．以前からヒヨドリは

冬鳥として多数渡来はし

ていたが，繁殖期には山地へ去る代表的な漂鳥であっ

た．またコゲラは1970年代まではまったく見られておらず，

オオタカは5年に1度程度記録されるだけだった．そしてエ

ナガはここ数年で見られるようになった鳥である． 

 

表．明 治 神

宮で新規に

繁殖を始め

た鳥の月ご

との生息状

況の経年変

化．塗 り つ

ぶ さ れ て い

るマス目が

生息が認め

ら れ た 月，

×印は何ら

かの理由で

記録が残っ

て い な い

月． 
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 これらの鳥の共通点は，森林性ということである．明治神

宮の森が「巨木林」になりつつあることは苑内を歩いてみる

と実感するし，報告書でも明らかにされている．40年前は林

高20ｍ前後だったが，現在は23～30ｍになっている．この

ことが1970年代以降，森林性の鳥が繁殖を始めた理由だ

と考えられる．他の緑地も大なり小なり似たような傾向があ

り，東京は“森の都”になりつつあるのかもしれない． 
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図．明治神宮探鳥会における約20年

毎の月別平均出現種数の比較． 
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広域保護管理指針の作成に協力します 

中国四国にカワウ広域協議会設立！ 

高木憲太郎・加藤ななえ 

活動報告 

 日本野鳥の会から引き継ぎ，バードリサーチは設立当初

からカワウの調査や保護管理に関わってきました．当時，

主な被害者である内水面漁業者は，カワウを殺せば被害

が減るという考えに偏りがちでした．しかし2005年に全国で

初めて都県をまたぐ広域的な保護管理と情報共有を目的

とした関東カワウ広域協議会が作られ，徐々に情報が行き

渡るようになり，また保護管理の技術開発が進むにつれ

て，状況は少しずつ変わってきました．漁業者自身も単に

カワウを殺すだけでは被害は減らないと気づき，カワウが

減らなくてもしっかりとした対策をとることで被害を抑え込む

ことができる漁協も現れてきました．このような変化の中，昨

年10月にはカワウの保護管理に関する技術マニュアルが

改訂され，カワウをとりまく状況は新たなステージに進もうと

しています（高木・加藤 2013）． 

 関東カワウ広域協議会に続き，2006年には中部近畿カワ

ウ広域協議会が設立されました．そして昨今の被害拡大を

受けて，今年度７月末までに中国四国地域に広域協議会

が立ち上がることとなります．環境省の出先機関にあたる中

国四国地方環境事務所より委託を受けて，バードリサーチ

はこの協議会の運営と広域保護管理指針の作成をお手伝

いすることになりました． 

 1980年代の中国四国地域では，カワウは主に冬鳥でした

が，近年は越夏する個体が増えてきているようです．主要

な被害魚種であるアユの食害は3～5月に集中しているた

め，越夏して繁殖するカワウが増えると，被害問題はより深

刻になります．

しかし，中国四

国地方にはま

だねぐらとコロ

ニーの分布や

個 体 数・営 巣

数が十分調査

さ れ て い な い

地域があります

（図）．カワウの

生息状況をモ

ニタリングしつ

つ，被 害 は い

つどこで起きて

いるのかを把握し，計画的な保護管理によって着実に被

害を減らしていける体制が作られるよう，バードリサーチと

してできる限りのことをやっていきたいと思います．情報が

蓄積され，管理技術が成熟してきた現段階で始められる中

国四国地域のカワウの保護管理は，今後ほかの地域でも

被害を軽減していくための試金石になると思っています．  

引用・参考文献 
 

環境省．2013．特定鳥獣保護管理計画作成のためのガイドラ

イン及び保護管理の手引き（カワウ編）．環境省，東京． 
 http://www.env.go.jp/nature/choju/plan/plan3-2f/index.html 

環境省．2014．平成25年度カワウ広域保護管理にかかる情報

収集・分析及び課題整理等推進業務報告書．環境省，東

京． 

高木憲太郎・加藤ななえ．2013．カワウの保護管理のための指

南書 ついに完成！. バードリサーチニュース 10(11):1. 

「カワウのほん（仮）」を書きました 
  

加藤ななえ 

お知らせ 

 たくさんのボランティアの方々のご協力を得ながら，1995

年から20年間にわたってカワウのモニタリングを続けてきま

した．心優しく力強い調査の仲間たち，そして調査の名の

下に心ならずも迷惑をかけ続けてきたカワウたちのため

に，これまでの成果を一冊の本にまとめました．カワウと人

とのかかわり，カワウの生態や分布状況，被害対策まで，

カワウのさまざまな面を取り上げました． 

 バードウォッチャーからはあまり注目してもらえない鳥で

すが，カワウと人との付き合いの歴史は長いのです．神話

や昔の有名な歌，俳句にも登場し，7世紀初めにはすでに

記録されていた鵜飼は今も全国各地で行われています．

「木を枯らす」と評判が悪い糞は，昭和の中頃までは良質

の肥料として重宝されていました．探してみれば，鵜の名

がつく地名は北海道から九州まで各地にあります．古くか

ら人と鵜は身近な

存在であったこと

は 間 違 い な い で

しょう． 

 しかし残念なが

ら，「カワウ」といえ

ばセットのように出

て く る の が，「被

害」問 題．先 に 述

べた糞による樹木の枯死，放流魚の捕食，ねぐらやコロ

ニーに近い住宅地で起こる悪臭と騒音．このような被害が

なぜ起こるのか，そして被害を軽減するためにはどんな考

え方や手順が必要なのか．本書では，具体的な事例を交

えて紹介しています． 

 さまざまな被害問題が取り上げられている上に，見た目も

「黒い鳥」で嫌われがちなカワウですが，案外おもしろい鳥

なんだと感じていただくこと，「困った鳥」のイメージに

ちょっと違った風を通すこと．それがひとつの目標です．

バードリサーチのホームページで近日公開予定ですの

で，目に留めていただければ幸いです． 

コロニー
ねぐら

図．中国四国地域で2011年～2013年の間に確認

されたカワウのねぐらとコロニーの分布（環境省 

2014をもとに作図）．岡山県，愛媛県，島根県の中

海以外，香川県の内陸部ではこの期間に調査が

行われていなかった． 

Photo by 菊池健 
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分布： 

 現在の繁殖地は，伊豆諸島鳥島，尖閣諸島のほか，

2011年から米国ミッドウェイ環礁イースタン島でも繁殖が確

認されている．海上における主な分布域は北緯30-60度に

位置する北太平洋，オホーツク海，ベーリング海で，北海

道から本州にかけての太平洋側，アリューシャン列島付

近，北アメリカの西岸で観察例が多い(Hasegawa & De-

Gange 1982, Suryan et al. 2006)．  
 

生息環境：   

 １年を通じて海上で生活し，繁殖活動のみ陸上で行う．

海上では大陸棚の斜面域（水深200-1000mの海域）が比

較的多く利用される (Suryan et al. 2006)．繁殖地は大陸か

ら遠く離れた島の裸地あるいは丈の低い草の生えた場所

が選ばれる． 

分類： ミズナギドリ目 アホウドリ科  
 

全長： 840-910mm   翼開長： 2130-2350mm  

露出嘴峰長： 129-141mm (n=8)  ふ蹠長： 82-95mm (n=8) 

翼長： 530-570mm (n=8) 尾長：   160-175mm (n=8) 

体重： 4-5kg  

※体重は山階鳥類研究所による育雛期の情報，全長，翼開長はRoy 

et al. (2008)，その他はTickell (2000) による．n は調査個体数． 
 

羽色： 

 綿羽に覆われたヒナの頃だけ

でなく，正羽へ生え変わり巣立っ

た後もしばらくはピンク色の嘴と

青灰色の脚を除いて全身黒褐

色である．2～4歳頃から胸と腹

部に，6～7歳頃から背面に白い

羽が現れ，10歳になると翼の先

と基部，尾羽の後縁の黒い羽を

除いてほぼ全身が白くなり，後

頭部から頸部背側には黄色の

羽が現れる．年齢による羽色の

変化はメスの方が遅い傾向があ

る．雌雄同色． 
 

鳴き声：  

 求愛ダンス時に，「モー」と鳴くほか，「カタカタカタ」と嘴を

鳴らすクラッタリングを行なう．また繁殖地で上空に他個体

を見つけると，大きく背伸びして「ピー」という甲高い声（ス

カイコールと呼ばれる）で鳴くことがある． 

アホウドリ 英：Short-tailed Albatross 学：Phoebastria albatrus  

分類と形態 １. 

分布と生息環境 ２. 

 海表面で採餌を行い，イカ類，甲殻類（アミ類），トビウオ

やその卵などを食べる (Hasegawa & Degange 1982)． 

● アホウドリの保護の歴史と現状 

興味深い生態や行動，保護上の課題 ５. 

繁殖システム： 

 10月中旬から繁殖地を訪れ始め，11月に卵を産み，12

月末～1月初旬に孵化する．両親は5月初旬までヒナにエ

サを与え，ヒナを残して繁殖地を去る．その後の絶食に

よって急激に体重が落ちるとともにヒナは飛行が可能とな

り，親の渡去後2～3週間で海へと飛び立つ．繁殖地を離

4 

食性と採餌行動 ４. 

生活史 ３. 

れたヒナはしばらくは

海上のみで生活す

る．3歳頃になると繁

殖地を訪れるようにな

り，5～7歳から繁殖を

始める．その後は，ほ

ぼ毎年一度，同じ場

所で同じ相手と繁殖

を行う．  
 

巣，卵： 

 地表に土や草で直径約50cm，高さ約10cmのすり鉢状の

巣を作り，長経111～125mm，短経70～79mmで約310～

375gの卵を1つ産む(Hasegawa & DeGange 1982, Roy et 
al. 2008)．卵は白色無斑だが，初産のときは鈍端が血に染

まり茶色くなることがある． 
 

抱卵・育雛日数，巣立ち率： 

 抱卵期間は約65日，育雛期間は約120日．伊豆諸島鳥

島の，地盤の崩れやすい燕崎繁殖地での繁殖成功率は

30～70％，地盤の安定した初寝崎繁殖地では孵化成功率

66～87％，育雛成功率99％(Hasegawa & DeGange 1982, 

長谷川 2007, Deguchi et al. 2012)． 

 

写真２．アホウドリのつがい 

Photo by 今野怜 

写真１．飛翔中のアホウドリ 

Photo by 今野怜 

 

 わが国の特別天然記念物であり，IUCNの絶滅危惧II類

にも指定されているアホウドリは，かつては伊豆諸島，小笠

原諸島，大東諸島，尖閣諸島，台湾近くの澎佳嶼，綿花

嶼，澎湖諸島などにおいて，数百万羽が繁殖していたと推

定されている(Austin 1949)．しかし，布団や羽飾りの材料と

して羽毛を採取するための乱獲や，また肥料用のリン資源

として化石化したアホウドリの糞を採掘するための繁殖地

の破壊によって，1900年前後に繁殖地が次々と失われ，

一時は「絶滅」とまで報じられた(Austin 1949)． 

 伊豆諸島鳥島では，1951年に十数羽が再発見されて以

降(渡部 1963)，気象庁鳥島観測所の職員や東邦大学の

長谷川博氏による，野生化したネコの駆除や営巣環境の

改善工事など，献身的な保護活動が実施されている．また

従来繁殖地は地盤が崩れやすかったため，「種の保存法」

に基づいて，1993年から，島内の地盤の安定した初寝崎

への繁殖地の誘導が行なわれてきた．長谷川氏によると，

これらにより鳥島では繁殖個体数が年率7％以上の割合で

増加しており，2013年時点で，つがい数約609組，総個体

数約3,550羽にまで回復した．一方尖閣諸島では，1971年

に再発見され，1988年にヒナ７羽が確認されて以降，繁殖

個体群の増加がみられていたが，2002年のヒナ33羽の確

認を最後に調査されていない(長谷川 2007)．また，ミッド

ウェイ環礁イースタン島では2011年に1つがいが初めて繁

殖に成功し，これまで3羽のヒナが確認されている． 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12月

非繁殖期繁殖期
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 アホウドリの保全に携わるよう

になって早10年目となりまし

た．繁 殖 地 形 成 の 手 法 は，

ニュージーランドのチャタム諸

島でも採用されるようになり，今

後は国際展開に力を入れたい

と思っています． 

 生態図鑑 
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● 今後懸念される問題  

 保全の必要性が国際的に強く叫ばれる鳥類の中でも，

外洋性の海鳥は，とりわけ多くの絶滅危惧種を含んでい

る．アホウドリ科の鳥類はその割合が最も高く，現在全22種

中17種がIUCNの絶滅危惧種に指定されている．かつてア

ホウドリを絶滅の危機に追い込んだ乱獲は今は行われて

いないが，はえ縄漁業などにおける混獲が現在のアホウド

リ科にとって最も大きな脅威となっている(Croxall et al. 
2012)．アホウドリでは，1995年から現在までにアメリカ・ロシ

アの海域で少なくとも13羽の混獲死亡が報告されている

が，日本国内の状況は不明であり，その情報が強く求めら

れている．またアホウドリ科では，繁殖地に持ち込まれた移

入種による捕食が問題になっているほか，温暖化がもたら

す海面上昇による繁殖地の水没や，海上で摂食する汚染

物質やプラスチックの体内蓄積の影響も危惧されている

(Croxall et al. 2012)．最近の研究で，尖閣諸島の個体群

と鳥島の個体群との間には遺伝的な隔たりがあることが明

らかとなった(Eda et al. 2012)．集団サイズの小さな尖閣諸

島の個体群には，積極的な保護対策が必要とされる可能

性があり，現状の確認が強く望まれる． 

ニュージーランドの友人宅にて 

公益財団法人山階鳥類研究所 保全研究室 

● 小笠原への再導入 

 総繁殖個体の8割以上が営

巣する鳥島は，1902年と1939

年に大噴火を起こし，2002年

にも小噴火するなど，活火山

を有している．そのため鳥島

のアホウドリは，噴火によって

繁殖地が破壊される危険に

常にさらされている．2000年

にアホウドリが米国の絶滅危

惧種に指定されたことをきっかけに，安定した繁殖地を復

元するため，米国政府と日本の環境省の協力を得た山階

鳥類研究所が小笠原諸島聟島（むこじま）への再導入を試

みることになった(出口 2009)． 

 この試みは2008年から5年間の計画で実施され，1か月齢

のアホウドリのヒナを鳥島から聟島に毎年10～15羽移送

し，人工飼育を行なった．人工飼育の影響を測るために，

鳥島の野生ヒナとの間で，ヒナの成長，血中成分値，巣立

ち後の生存率および移動軌跡を比較した． 

 5 年 間 で

移送された

計70羽のう

ち69羽が巣

立 ち，飼 育

ヒナと野生ヒ

ナとの比較

の 結 果，上

記のいずれ

の基準にお

いても同等

であることが

示 さ れ た 

(Deguchi et 
al.  2012, 

2014; 図1)．また2009年以降，アホウドリの成鳥と亜成鳥が

聟島に降りるようになり，育雛期間中(2～5月)の確認日

（2009年14日～2013年85日）および識別個体数(2009年3

羽～2013年16羽)ともに増加した(Deguchi et al. 2014; 図

2)．飼育個体の聟島への帰還は2011年から始まり，2013年

までに，2008～2010年の飼育個体40羽中19羽が聟島で確

認された．さらに2012年，2013年の両年において，2008年

の飼育個体と野生個体が

聟島でつがいとなり，孵化

には至らなかったが，産卵・

抱卵を行った(Deguchi  et 
al.  2014)．詳 細 は 不 明 だ

が，聟島から5km離れた媒

島（なこうどじま）において

2014年にアホウドリのヒナが

確認されており，この試み

の波及効果と考えられる． 

図１．衛星発信器を装着した飼育ヒナ(n=31)と野生ヒナ

(n=31)の巣立ち後の分布海域(Deguchi et al. 2014). 黄

色および赤色の線で囲まれた部分は，それぞれ飼育ヒ

ナと野生ヒナがよく利用した海域（位置数の上位50%が

現れた海域），青色の部分はごくまれな地点を除いた

利用海域全体（飼育ヒナ，野生ヒナ両方の上位95%が

現れた海域）. 

写真３．人工給餌 

聟島（飼育ヒナ） 

鳥島（野生ヒナ） 

図２．聟島に訪れたアホウドリの内

訳(Deguchi et al. 2014).  
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お知らせ 

 近年，日本におけるヨタカ

の生息状況が悪化したとい

わ れ て い ま す．環 境 省 の

レッドリスト（2012年第4次改

定）では準絶滅危惧（NT）に

指定され，保護の必要な種

に加えられました．しかし，ヨ

タカは夕暮れ時から朝方の

薄暮時に活動するため，日

中の観察会やセンサスでは正確な生息状況が把握できま

せん．ヨタカの適切な保護方策を考えるためには，できる

だけ詳しい生息状況を明らかにする必要があります． 

 バードリサーチは，昨年から全国を対象にヨタカアンケー

トを実施しています．昨年は北海道，本州，四国，九州の

19名の方から合計71件の情報が寄せられ，ヨタカの生息は

41か所で確認されました．しかし，一部の地域を除くと情報

件数はまだまだ少ないのが現状です．そこで，今年もヨタ

カアンケートを継続して実施します． 

 昨年情報をお寄せ下さった方も，同じ調査地で継続して

調査することは生息状況の変化を知る上で大切なことです

ので，ぜひ情報をお寄せください．また調査を実施したが

ヨタカがいなかったという情報も，生息環境を明らかにする

ために必要な情報です．ご協力お願いいたします． 

 なお，栃木県北部での調査では，5月下旬から7月にかけ

て，日の出の1時間30分前から30分前，日没の30分後から

1時間後の時間帯に活発に鳴くことが分かっています．特

に日の出前の時間帯はよく鳴き声が聞かれます．山での

観察会や調査の際に，少し早めに出かけて行って，耳をそ

ばだててみてはいかがでしょうか．但し，夕暮れ時や夜中

の暗い時間帯の調査は，事故のないように十分お気をつ

けください．  

 

 折居彪二郎（ひょうじろう）（1883-

1970）という人物をご存知でしょう

か．もし知らなくても，オリイオオコウ

モリやオリイヤマガラなどの名前を

聞いたことがあるかもしれません．こ

の「オリイ」は，鳥獣採集家であった

折居彪二郎に敬意を表してつけら

れ た も の で す．折 居 は，明 治，大

正，昭和初期にかけて，はじめは

オーストンなど海外の収集家や研

究者から，その後は黒田長禮や山階芳麿などの依頼を受

け，朝鮮半島，中国東北地方，台湾，ミクロネシアなどに鳥

獣の採集に出掛け，それを生業としていました． 

 折居の採集した標本は，日本をはじめ東アジアの鳥類・

哺乳類学に多大な貢献をしました．現在確認されているだ

けで，鳥類では6種・68亜種，哺乳類では14種・41亜種が，

折居の採集標本を元に命名記載されています．山階鳥類

研究所には，556種8845点にのぼる折居の鳥類標本が収

蔵され，様々な研究に活用されています． 

鳥獣採集家 折居彪二郎採集日誌 ～鳥学・哺乳類学を支えた男～  

正富宏之ほか 著 ／一耕社  定価 6,400円（税別）   

 彼は採集に行った際に日記をつけていて，琉球，樺太，

千島などで書かれた8点の日記が今も残されています．こ

の日記を活字化するために，30年ほど前から正富宏之氏

とその関係者らが活動を始め，折居彪二郎研究会を立ち

上げて，昨年秋に本書を自費出版しました．私はウトナイ

湖サンクチュアリのレンジャーをしていたので，ウトナイ湖

畔に居を構え，ウトナイで最も古い鳥類調査をしていた折

居という人物に大変興味を持ち，研究会に参加しました． 

 本書には，正富会長による折居の評伝，採集日記の現

代語訳，各博物館等における折居標本の収蔵状況，折居

による執筆文の再録，折居標本を使用して記載された鳥

類と哺乳類の種・亜種のリストなどが収録されています．日

本の鳥学や哺乳類学の歴史，当時の東アジア・太平洋地

域の自然や社会に関心のある方にお勧めします． 

【折居彪二郎研究会事務局 大畑孝二】 

図書紹介 

 

写真．ヨタカ． 

ヨタカアンケート 送信フォーム 

http://www.bird-research.jp/1/yotaka.html 

購入は一耕社からの直接販売のみとなります． 

ご希望の方は下記ホームページをご覧ください． 

http://www.you-full.com 

減っている？どこにいる？ 

 今年もヨタカアンケートにご協力を 

平野敏明  


